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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
21
）

　

前
回
は
、「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」（
茨
城
県
笠
間
市
）
の

建
設
経
緯
や
施
設
の
あ
ら
ま
し
、
受
け
入
れ
廃
棄
物
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
今
回
は
、お
も
な
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

の
お
も
な
施
設
と
し
て
は
管
理

棟
、
埋
め
立
て
地
、
浸
出
水
処
理

施
設
、
中
間
処
理
施
設
と
し
て
の

溶
融
処
理
施
設
、
防
災
調
整
池
、

自
然
遊
水
地
が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
棟
に
は
環
境
学
習
施
設
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
学
習

施
設
に
は
多
目
的
空
間
（
企
画
展

示
コ
ー
ナ
ー
）、
展
示
室
（
廃
棄

物
や
環
境
な
ど
に
関
す
る
展
示
）、

工
作
体
験
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

工
作
工
房
）、情
報
コ
ー
ナ
ー
（
施

設
の
維
持
管
理
状
況
な
ど
の
情
報

提
供
）
等
が
あ
り
、
小
・
中
学
生

を
始
め
と
す
る
県
民
を
対
象
と
し

た
環
境
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
地
は
、
国
の
基
準
を

上
回
る
多
重
の
遮
水
構
造
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遮
水
シ
ー

ト
に
は
破
損
検
知
シ
ス
テ
ム
を
備

え
る
な
ど
、
安
全
性
に
配
慮
し
た

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浸
出
水
処
理
施
設
は
、
埋
め
立

て
地
で
発
生
す
る
浸
出
水
に
含
ま

れ
る
有
機
物
や
浮
遊
物
質
、
カ
ル

シ
ウ
ム
等
を
除
去
し
、
公
共
下
水

道
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
質
検
査
実
習
室
を
設
け
、
環
境

学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

溶
融
処
理
施
設
の
ガ
ス
化
溶
融

炉
で
は
、
高
温
（
１
、６
０
０
度
）

で
ゴ
ミ
を
溶
融
す
る
こ
と
に
よ
り

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制

し
て
い
ま
す
。
溶
融
後
に
生
成
さ

れ
る
メ
タ
ル
（
金
属
）
は
再
生
利

用
さ
れ
、
ス
ラ
グ
（
ガ
ラ
ス
質
の

固
形
物
）
は
埋
め
立
て
地
側
面
の

保
護
土
と
し
て
も
利
用
し
な
が
ら

埋
め
立
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
溶
融
の
際
に
発
生
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
熱
）
を
電
力
に
変
換
し
、

施
設
で
利
用
す
る
外
、
余
っ
た
電

力
を
電
力
会
社
へ
送
電
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

防
災
調
整
池
は
敷
地
内
か
ら
の

雨
水
流
出
量
を
調
節
し
、
下
流
河

川
へ
の
影
響
を
防
ぎ
ま
す
。

　

自
然
遊
水
地
で
は
、
シ
ラ
ン
や

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
等
貴
重
な
動

植
物
生
息
地
で
あ
る
湿
地
の
保
全

を
図
る
た
め
、
湿
地
の
大
部
分
を

現
状
の
ま
ま
残
し
、
周
辺
の
自
然

環
境
と
の
調
和
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
笠
間
市
で
は
、「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
監
視
委
員

会
」
に
よ
る
施
設
内
監
視
を
毎
月

１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
施
設
側

も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
場

内
の
表
示
板
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

公
表
し
た
り
、
計
測
結
果
を
公
開

す
る
な
ど
、
情
報
公
開
に
努
め
て

い
ま
す
。

相談窓口の開設
相談日時　　毎週水曜日　午後１時～午後６時
場　　所　　役場本庁２階　第３会議室

最終処分場を視察しませんか？
○視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　　　　　　その他、要望の施設

○対 象 者　那珂川町に住所を有する団体・グループ

○実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

　

馬
頭
最
終
処
分
場

で
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
高
度
化
事
業
で

整
備
す
る
情
報
網
を

活
用
し
、
処
分
場
の

映
像
（
搬
入
・
埋
め

立
て
の
映
像
等
）
の

情
報
公
開
な
ど
を
柱

と
す
る
住
民
に
よ
る

監
視
シ
ス
テ
ム
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
埼
玉
県

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成 19 年度第１回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果を
お知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採水日　平成19年５月21日
採水場所　
　１ 周辺環境水
　　（1）投棄地直下河川　（2）小口川上流
　２ 投棄現場
　　（1）投棄地下流側浸出水　（2）投棄地内浸出水
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　環境整備対策室  ☎０２８７－９２－１１１０
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ありがとう

ございます

寄  贈

｢ また会える日まで ｣

アンドリュー・シューク

　私は、去年８月、

那珂川町の国際交流

員として来日しまし

たが、今月でお別れ

することになりまし

た。今振り返ってみ

ますと、この１年、

「いろいろな体験を

させていただいたものだ」と感慨無量です。

　日本の伝統的な習慣を経験することができました。

国際交流事業の助手として、稲刈りに参加したとき、

実際に手に鎌を持って、稲を刈り取りました。福島さ

んの田んぼでは、ていねいに苗を植えないと、うまく

稲刈りができないことがわかりました。自分で植えよ

うとしたら、やはり難しいだろうと感じました。強い

風で、植えたばかりの苗が移動することもあると聞い

て、驚きました。

　個人的なことでは、「マウンテンエコーズ」という

ジャズバンド、また「OliOli 合唱グループ」に入団して、

母国だけでなく、世界中で演奏が楽しめることを実感

しました。

　姉妹都市交流事業では、那珂川町の子どもたちとと

もにカナダとアメリカに行きました。通訳として頑張

りましたが、そのとき、トロント市の懐かしい場所や、

通い慣れた通りを、早朝、子どもたちと一緒に散歩し

ました。ホースヘッズ村に滞在中は、村の皆さんの温

かいおもてなしを受けました。同時に、那珂川町の子

どもたちとも、親しくなれたのは嬉しいことでした。

　去年の夏、那珂川町の小学生たちと、カヌーで川下

りをしたことや、海の生き物を観察したことは、楽

しい経験でした。那珂川町の宝物である子どもたち

と、楽しく触れ合えました。

　学校訪問では、中学校３校、小学校 11校、それか

ら、幼稚園 2箇所、保育園 8箇所、全部回ってきま

した。音楽やゲームを通して、英語やカナダのこと

を紹介しました。大きな学校から木造の小さな学校

まで、さまざまな雰囲気を味わうことができました。

　やはり、１年間というのは、町の皆さんと触れ合

うには短すぎます。那珂川町ならではの美しい景色、

日本に残っている原風景が私の心に刻まれています。

秋の紅葉や澄んだ青空、初夏の苗を植えたばかりの

田んぼ、静かに輝いている水面、どれも感動的でした。

ウグイスの美しい鳴き声も耳に残っています。この

日本のすばらしさを、カナダのみんなに紹介したい

と思っています。

　母国に帰って、私は結婚します｡ その後また日本

に戻って､ 未来の妻が現在住んでいる埼玉県坂戸市

で暮らします。そこは、旧馬頭町と交流のあったと

ころです。隣の県なので、きっとまた、皆さんにお

会いできることと思います。

　この町を離れるにあたり、町の皆さんに心からお

礼を申し上げます。藤田教育長をはじめ、生涯学習

課の皆さん、学校の先生方には大変お世話になりま

した。学校で出会った子どもたち、英語の楽しさや

カナダのことを忘れないで頑張ってください。大き

くなったら、是非、カナダに来て、英語を使って楽

しんでください。

お世話になりました。

○
福
祉
基
金
へ

十
万
二
千
五
百
円

　
（
株
）
み
ら
い
関
係
企
業
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
一
同
様

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

人
見
宏
様（
馬
頭
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
二
宮
金
次
郎
の
一
生
」
他
七
冊

　
　
　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
各
小
・
中
学
校
へ

図
書
三
百
四
十
八
冊（
四
十
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
河
良
彦
様（
馬
頭
）

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

竹
箒
十
本　
　
　

末
吉
久
治
様（
小
砂
）  

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
振
興
基
金
へ

十
万
円　
　
　
　
　

人
見
宏
様（
馬
頭
）

十
万
円　
　

佐
川
耕
一
様（
宇
都
宮
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

清
拭
用
タ
オ
ル
約
二
百
枚

　
　
　
　
　
　
　

木
村
紀
枝
様（
馬
頭
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　
　
　

匿
名（
３
９
３
回
）


